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わが国の社会的問題の一つとなっている慢性的な介護人材不足を，解消す
るための施策の一環として，政府は2016（平成28）年11月に外国人介護士
を認める法案を成立させた。そこで介護現場で就労できる新たな在留資格と
して，「介護ビザ」が創設され，2017（平成29）年9月より本格的な運用と
なった。この「介護ビザ」の取得については，外国人が留学生として日本に
来日し，大学や短期大学，専門学校といった介護福祉士養成施設（以下，介
護福祉士養成校）で学んだ後，介護福祉士の国家資格を取得し，介護ビザの
申請を行うという流れとなっている。公益社団法人日本介護福祉士養成施設
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協会の調査によると，2018（平成30）年4月において介護福祉士養成校へ
の入学者数は，日本人入学者を含め6，856人で，その中で外国人入学者は
1，142人となり，約6人に1人が外国人留学生となっている。今後も外国人
留学生の入学については増加が見込まれるなど，介護福祉士養成教育におい
ては，外国人に対する養成教育の在り方や教育方法等においての課題を検討
する必要がある。
そこで本論では，介護分野への外国人導入の背景を整理するとともに，現
状では介護福祉士養成校の卒業が要件とされている新たな在留資格となって
いる「介護」に向けての外国人留学生への学習の課題を検討する。そして，
介護福祉を学ぶ外国人留学生が単なる介護人材不足の解消に向けたものでは
なく，日本人と同等の知識・技術を修得し，専門性の高い介護福祉士として
活躍できる介護福祉士養成教育に役立てていくものとする。
第1節 外国人介護福祉士導入の社会的背景
団塊世代が75歳以上の後期高齢者となる2025（令和7）年には，高齢者
人口は約3，500万人に達し，これまでの高齢化の進展の速さが問題となるの
ではなく，今後は高齢化率の高さが問題となってくる。また，後期高齢者の
増加による要介護高齢者や，認知症高齢者が増加するなど，加齢に伴い要介
護の発生率は上昇すると考えられる。図表1は，今後の認知症高齢者数の見
通しを示したものである。2025（令和7）年には約320万人が認知症を発症
しているとされ，特に認知症自立度Ⅱ以上の認知症高齢者は65歳以上人口
の9．3％，認知症自立度Ⅲ以上の認知症高齢者は5．1％と推計されている。
認知症ケアをはじめとして，質の高い介護に対する社会的な要請は高まって
いると言えるが，介護業界の現状を鑑みると，慢性的な介護人材不足は周知
の通りである。図表2は，2025（令和7）年に向けた介護人材に係る需給推
計値を示したものである。2025（令和7）年には253万人の介護人材の需要
が見込まれているが，介護人材の供給見込みは215万人とされるなど，約
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将来推計
（年） 2002 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045
認知症
自立度
Ⅱ以上
149 169 208 250 289 323 353 376 385 378
6．3 6．7 7．2 7．6 8．4 9．3 10．2 10．7 10．6 10．4
認知症
自立度
Ⅲ以上
79 90 111 135 157 176 192 205 212 208
3．4 3．6 3．9 4．1 4．5 5．1 5．5 5．8 5．8 5．7
（図表1）認知症高齢者数の見通し
上段：万人 下段：％ （資料）厚生労働省老健局総務課推計（2003年）
介護人材の需要見込み 253．0万人
介護人材の供給見込み 215．2万人
需給のギャップ 37．7万人
（図表2）2025年に向けた介護人材に係る需給推計値
（資料）厚生労働省資料（2015年）
37万人の介護人材が不足すると推計されている。そこで，政府は今後持続
的成長の観点から介護分野など，特に緊急に対応が必要な分野における新た
な就労制度を検討し，外国人材の受入れ環境の整備を行っていくとした。
外国人が日本で働くには，何らかの在留資格が必要となる。介護を仕事と
する就労可能な外国人は，日本への永住者や日本人の配偶者，または就学を
目的とした留学生のアルバイトといった資格外活動，さらにはEPA
（Economic Partnership Agreement：経済連携協定）1）での，在留資格「特定
活動」と指定された介護福祉士候補生のみで，介護分野に従事できる外国人
は限定されていた。EPAでの「特定活動」として認められた介護分野での
1）WTO（世界貿易機関）と中心とした多国間の貿易自由化を補完するため，国や
地域を限定として，関税等の貿易障壁を撤廃することによりモノ・ヒト・カネの
移動を促進させようとするもの。
外国人留学生に対する介護福祉士養成教育の課題 ５５
就労は，2008（平成20）年より実施され，現在では，日本とインドネシア，
フィリピン及びベトナムとの間での締結に基づく看護師・介護福祉士候補者
の受入れが開始されている。インドネシアからの受入れは2008（平成20）
年度，フィリピンからの受入れは2009（平成21）年度，ベトナムからの受
入れは2014（平成26）年度からそれぞれ実施されている。EPAにより入国
した介護福祉士候補生（以下，EPA介護福祉士候補生）は，日本と自国の
経済連携協定に基づき，介護福祉士の国家資格を取得することを目的として
いる。国家資格取得に向けては，受入れ施設で就労しながら国家試験の合格
を目指した研修に従事する就労コースと，2年間以上介護福祉士養成校へ通
学し，介護福祉士国家資格を取得する就学コースといった2種類がある。
2017（平成29）年10月時点では，インドネシア，フィリピン，ベトナムの
三国から累計3，492人のEPA介護福祉士候補生が入国している。介護福祉
士資格取得までの滞在期間は4年間とされ，資格取得後は介護福祉士として
滞在・就労が可能となり，在留期間の更新回数に制限は設けられていない。
但し，国家試験に不合格となった場合には帰国を求められ，その後に短期入
国し再受験する必要がある。厚生労働省社会・援護局福祉基盤課によると，
第30回（2017年度）介護福祉士国家試験におけるEPA介護福祉士候補者の
試験結果は，初受験者と再受験者併せて50．7％の合格率となっている。し
かし，本来EPA介護福祉士候補生の受入れは，日本と相手国の経済上の連
携を強化する観点から導入されたものであり，介護現場においては，人手不
足を補うほどの効果は出ていない現状がある。そこで政府は，2016年（平
成28）年11月に介護人材を補っていこうとする施策の一環として，現行の
出入国管理及び難民認定法の一部を改正する法律を公布し，在留資格として
「介護」を追加した。
在留資格の「介護」の新設については，これまでは，外国人留学生が介護
福祉士養成校を卒業して介護福祉士の国家資格を取得しても，日本での介護
業務に就けなかったといったこともあり，今後は図表3で示すように，日本
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（図表3）在留資格「介護」の創設イメージ
出典：厚生労働省
の介護福祉士養成校に通学して卒業し，介護福祉士の国家資格を取得した外
国人留学生の活躍支援等につき，引き続き継続的に国内で就労できるように
と創設されたものである。
また，介護業務において外国人就労の職種として新たに追加されたもの
に，外国人技能実習制度がある。外国人技能実習制度とは，人材育成を通じ
て我が国で開発され培われた技能，技術又は知識の開発途上国や地域等への
移転を図り，その開発途上国等の経済発展を担う「人づくり」に協力するこ
とを目的としてできた制度である。1993（平成5）年に創設された制度で，
JITCO2）業務統計速報によると，2017（平成29）年については，1月～10月
末までに，ベトナム，中国，フィリピン，インドネシア，タイなどの東南ア
ジア諸国から49，000人が技能実習生として入国している。外国人技能実習
制度への「介護職種」の追加については，介護の質の担保など，介護サービ
2）公益財団法人国際研修協力機構：外国人技能実習・研修制度の円滑な運営・適正
な拡大に寄与することを事業目的とし，法務，外務，厚生労働，経済産業，国土
交通の五省共管により，1991年に設立された財団法人。
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スの特性に基づく要請に対応できるよう具体的な制度設計を進められてき
た。そこで，技能実習制度の見直しの詳細が確定した段階で，介護サービス
の特性に基づく要請に対応できることを確認の上，2017（平成29）年11月
より新たな技能実習制度の施行になると同時に，対象職種として「介護」が
追加された。しかし，外国人介護人材の受入れについては，介護人材の確保
を目的とするのではなく，あくまで技能移転という制度趣旨に沿って対応す
ることが求められ，①介護が「外国人が担う単純な仕事」というイメージと
ならないようにすること，②外国人について，日本人と同様に適切な処遇を
確保し，日本人労働者の処遇・労働環境の改善の努力が損なわれないように
すること，③介護のサービスの質を担保するとともに，利用者の不安を招か
ないようにする，といった3つの要件が課せられている。
以上のように，少子高齢化に伴い，介護人材不足が深刻となっている今日
において，これまでのEPA介護福祉士候補生と，介護分野の外国人技能実
習生，さらには在留資格「介護」の追加など，外国人介護人材の増加が見込
まれる。しかし，あくまでもEPA介護福祉士候補生や外国人技能実習生に
ついては，介護人材の確保が目的ではないことを念頭に入れておく必要があ
る。したがって，在留資格「介護」の創設に伴い，介護福祉士養成校で学ぶ
外国人留学生は，日本での介護業務を目的としたものであり，彼等への期待
は大きいものとなるだろう。そこで，介護福祉士養成教育においては，外国
人留学生も日本人と同等に，専門的人材育成に向けた教育を行っていく必要
があるだろう。
第2節 介護福祉士養成校における外国人留学生受入れの課題
平成30年度において全国に介護福祉士養成校（課程）は386校ある。公
益社団法人日本介護福祉士養成施設協会（以下，介養協）の調査によると，
2014（平成26）年度での全国の介護福祉士養成校で学ぶ外国人留学生は17
名であったが，その後も増加の一途を辿り，在留資格として「介護」が追加
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認定 認定の目安
N1 幅広い場面で使われる日本語を理解することができる
N2 日常的な場面で使われる日本語の理解に加え，より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができる
N3 日常的な場面で使われる日本語をある程度理解することができる
N4 基礎的な日本語を理解することができる
N5 基礎的な日本語をある程度理解することができる
（図表4）日本語試験認定目安
出典：ホームページ：日本語能力試験JLPT
された後の2018（平成30）年度には1，142名となった。今後もさらに外国
人留学生の入学が予測されることから，介養協は，外国人留学生が本来の目
的を達成し，かつ介護福祉士養成校が適切に対応と社会的使命を果たすこと
ができるよう，2017（平成29）年3月18日に「外国人留学生受入れに関す
るガイドライン」を定め，外国人留学生の受入れにおいての留意事項を示し
た。ガイドラインでは，留学生の募集方法や応募資格に関する留意点，入学
者の選抜，学習指導や生活指導等についての留意点，さらには就職支援等に
関しての留意点等が記されている。入学者の選抜については，基礎学力とし
て外国における12年の課程修了相当の学力認定試験に合格し，かつ18歳に
達している者。さらに，日本語教育を受けて一定の日本語能力を有している
者としている。日本語教育とは，日本語非母語話者を対象に，すでに持って
いる母語の他に外国語，または第二言語としての日本語を使えるようにする
ことを目的とした教育である。日本語教育を受けた者に対しては，日本語能
力を測定し，認定することを目的として代表的なものとして，1984（昭和
59）年より日本語能力試験（以下，JLPT3））が実施されている。日本語試験
認定の目安は図表4で示すように，5レベルに分けられている。
3）Japanese Language Proficiency Test，公益財団法人日本国際教育支援協会と独
立行政法人国際交流基金が主催の日本語能力を認定する検定試験。
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JLPTによる日本語能力認定結果は，外国人留学生が日本国内の大学や大
学院，専門学校等への進学基準とされている場合が多い。また，一定の日本
語能力を認定されることにより，日本の出入国管理上の優遇措置を受けるた
めのポイントになることや，日本での医師等国家試験や看護師試験などを受
験する条件となること，さらにはEPAに基づく看護師・介護福祉士の候補
者選定条件の一つにもなっている。JLPTの内容は，日本語の文字や語彙，
文法についての能力を測るだけでなく，それらの知識を利用してコミュニ
ケーション上の課題が遂行できるかどうかといった，読解，聴解の3つの総
合的な日本語能力を測るもので，180点を満点として，N1では100点以上，
N2では90点以上，N3では95点以上，N4では90点以上，N5では80
点以上を合格としている。
ガイドラインでは，介護福祉士養成校への入学についてはN2レベルに達
している者としている。N2レベルは，日常的な場面で使われる日本語の理
解に加え，より幅広い場面で使われる日本語をある程度理解することができ
るとされている。具体的には，「読む」について，幅広い話題について書か
れた新聞や雑誌の記事・解説，平易な評論など，論旨が明快な文章を読ん
で，文章の内容を理解することができる。また，一般的な話題に関する読み
物を読んで，話の流れや表現の意図を理解することができる。「聞く」につ
いては，日常的な場面に加えて幅広い場面で，自然に近いスピードの，まと
まりのある会話やニュースを聞いて，話の流れや内容，登場人物の関係を理
解したり，要旨を把握したりすることができる，と基準を定めている。
先述したように，介護福祉士養成校には介護福祉士資格取得を目指した外
国人留学生は年々増加してきているが，様々な問題点も浮上している。一般
社団法人職業教育・キャリア教育財団が2016（平成28）年に報告した「介
護福祉分野専門学校における留学生受入れ事例集」によると，授業での学習
指導における課題として，①日本語の細かいニュアンスが理解できない，②
日本語能力が不足し，授業そのものについていけない者がいる，③教科書内
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容や用語を理解させることに多くの授業時間が割かれてしまう，などといっ
た問題点が報告されている。日本語による学習について行けないといった点
では，外国人留学生の日本語能力に問題があると言えるが，実際にはN2レ
ベルに達していない者がいることも考えられる。また，外国人留学生が日本
国内で日本語教育を受けてJLPTのN2に合格したとしても，合格ラインは
90点から満点の180点といった広い範囲となっているため，日本語能力に
は個人差があることを理解しておく必要がある。さらに，留学生の母国で取
得した日本語能力試験の結果と，実際の日本語能力にも差異があることを理
解しておかなければならない。したがって外国人留学生の個々の日本語能力
については，入学時に教員は十分に把握し，必要ならば入学後においても補
講等を実施するなどの対応が求められるだろう。
次にガイドラインでは，外国人留学生の入学後の生活指導等についても留
意点を示している。外国人留学生の出身国の内訳をみてみると，2014（平成
26）年度当初は，中国，ベトナム，台湾，フィリピン，ラオスといった5ヵ
国であったが，現在はネパール，インドネシア，スリランカ，モンゴル，カ
ンボジアといった主に東南アジア諸国を中心とした20ヵ国からの外国人留
学生が介護福祉士養成校で修学を行っている。外国人留学生において個人差
はあるものの，「5分前行動ができない」ことや，「平気で遅刻をする」な
ど，時間管理ができない状況があることも報告されている。これは東南アジ
ア諸国における外国人は，ゆったりとした時間帯での生活に慣れていると
いったことや，電車なども時間通りに到着しないなど，時間に対する概念が
日本人と異なることが考えられる。一般的に日本人は規律性や礼儀正しく，
時間を守る国民と言われている。しかし，これは日本社会が時間通りに動い
ているといった社会的背景もあり，このような時間に対する概念や価値観に
ついては，介護福祉士養成教育において，授業の中や施設実習に向けて繰り
返し指導を行い，外国人留学生に理解できるよう醸成していく必要があるだ
ろう。また，インドネシアなどの学生はイスラム教信徒が多く，サラートと
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いった一日5回の礼拝など，学生が信仰している宗教の信仰行為について
も配慮しなければならない。このように，日本で学ぶ外国人留学生達が身に
つけなければならないものは，日本語能力のみならず，母国とは違った日本
での生活習慣も必要となる。したがって，外国人留学生のそれぞれの出身国
によって特徴となる性格や文化等，さらには宗教への理解を示した上で，日
本での学習が円滑に行われるよう介護福祉士養成校は受入れ体制を整える必
要がある。
第3節 介護福祉を学ぶ外国人留学生の学習指導等への課題
筆者が勤務する介護福祉士養成校2年課程Y校では，2016（平成28）年度
より1名のベトナム人留学生，2017（平成29）年度は7名のベトナム人留
学生など，介護福祉士科への外国人留学生の入学は年々増加している。2018
（平成30）年度の1年生は，日本人学生8名，ベトナム人留学生14名，中
国人留学生2名の計24名。2年生は日本人学生8名，ベトナム人6名の計
14名が，それぞれ日本人学生と一緒に学習するなど，Y校では，今後も外国
人留学生の入学人数の増加が見込まれる。そこで，外国人留学生に対する介
護福祉士養成教育での学習指導の課題を見出していくことを目的に，現在Y
校に在学する外国人留学生1年生と2年生の計22名に対してアンケートを
行った。アンケートでは，①日本語能力試験レベル，②授業の講義で困った
こと，③授業の演習で困ったこと，の3項目について自由記述でのアンケー
トを行った。尚，アンケート項目の②③については，テキストマイニング
（HAD Version16.03）4）を用い，分析データのパターンが似ている個体を同じ
グループにまとめる分析方法として，グループの形成状態を樹形図（デンド
ログラム）を示す階層的クラスター分析を行った。
4）清水裕士：フリーの統計分析ソフトHAD：機能の紹介と統計学習・教育，研究
実践における利用方法の提案 メディア・情報・コミュニケーション研究，
1，59-73頁，2016年。
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（図表5）日本語能力試験認定レベル（Ｎ＝22名）
Ｎ1合格
9％
Ｎ3不合格
5％
Ｎ2不合格
32％
Ｎ2合格
45％
Ｎ5合格
9％
倫理的配慮として，対象者には研究の趣旨や目的を説明し，調査結果は研
究以外に使用しないことを口頭にて説明した。
1．結果
1）日本語能力試験認定レベル（図表5）
1年生16名と2年生6名の計22名（ベトナム20名，中国2名）の学生
の日本語能力認定レベルについては，約半数の外国人留学生がN1またはN
2認定を受けている。しかし残りの半数がN2やN3に不合格，またはN2
認定試験を受けていない者など，外国人留学生の全員がN2合格には達して
いない。（図表5）
2）授業の講義で困ったこと（図表6）
介護福祉士科で授業を受ける際，講義で困ったことについての自由記述結
果では，①「覚える，多い」，②「難しい，言葉，専門用語」，③「話す，理
解，先生」，④「日本語，授業，意味，分かる，時々」，の4つのグループに
分類した。グループにはそれぞれに，「日本語能力の問題」，「専門用語の理
解困難」，「教員側の問題」，「勉強量が多い」，とした。
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（図表6）授業の講義で困ったこと
専門の言葉は難しい
先生の話を聞き取ることができない
専門用語の意味が解りにくい
レポートを書くことが難しい
専門用語が多いのでなかなか覚えられない
試験勉強が難しい
先生が早口で話すので講義内容が分かりにくいことがある
日本語が分かりにくく，時々先生の話が理解できないことがある
専門用語の理解が難しい
日本語がはっきりと分からないので，授業の意味がわからないことがあ
る
介護用語が難しい
専門用語が難しい
日本語能力が低いので，専門用語や言葉がわからない
専門用語は覚えにくい
日本語が難しい
言葉だけではなく，専門用語が難しい
日本語での授業が難しい
専門用語で分からない言葉が多い
時々意味の分からない言葉が出てくる
日本語がわからない事があり，先生に教えてもらったことを全部理解で
きない
先生の話す言葉が速くなるとわからない事がある
3）授業の演習で困ったこと（図表7）
介護福祉士科の授業では，演習も盛んに取り入れている。そこで，外国人
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留学生の授業での演習で困ったことについてのクラスター分析結果は，①
「言葉，言う，日本人学生，分かる」，②「日本語，難しい」，③「演習，不
足」の3つのグループに分かれた。それぞれのグループには，「日本語能
力」，「日本人学生との関係」，「演習内容」，とした。
（図表7）授業の演習で困ったこと
日本人の言っていることがあまり分からない
聞くことはできても説明できない
日本語が難しい
演習時間が短い
日本人学生の話す言葉が早く分からなくなく
日本語で分からない言葉があるので，困ることがある
知識不足のため，意見があまり言えない
日本語でみんなの前で発表することが難しい
日本語の理解不足で正しい答えを見つけられない
演習は難しいが楽しい
日本語が難しい
日本人学生の言うことが分からない
日本語が難しい
2．考察
1）授業の講義で困ったこと
授業の講義で困ったことの理由として，「日本語能力の問題」，「専門用語
の理解困難」，「教員側の問題」，「勉強量が多い」，などが挙げられた。介護
福祉士養成校において，外国人留学生が介護の専門的知識・技術を学ぶため
には，介養協のガイドラインでも示されているようにN2レベルの日本語能
力が必要となる。しかしY校においては，N2レベルに達していない学生も
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在籍している実態がある。また，N2認定を受けている外国人留学生自身も
日本語の困難さを痛感している。
「日本語能力の問題」「専門用語の理解困難」については，Y校でのこれ
までの授業で外国人留学生の学習について明らかになったこととして，教科
書等を含む難易な日本語表現の理解が困難であることが挙げられる。外国人
留学生が理解困難とする日本語表現として，例えば，①『Aさんの家族が面
会に来た時，「衣服を整理してほしい」と言われた』では，「言われた」とい
う言葉が，誰が誰に対して，何を言ったのかがわからない。また，②『私に
相談する前に自分で考えてください』では，「自分」という言葉が使われて
いるが，「自分」が誰のことなのか意味がわからない。さらには，『認知症高
齢者がトイレの場所がわからず，廊下をウロウロとしている』などの「ウロ
ウロ」や，『Cさんは，朝からイライラしている状況がみられ，介護職員が
声をかけた』の「イライラ」など，一般に擬音語・擬態語と呼ばれる言葉が
国家試験などにおいても使用されている。近年の介護福祉士国家試験では，
事例問題や総合問題といった文章を読み取って回答を選択する方式がよく出
題されている。日本人であれば文脈を読み取り，出題されている内容がどの
ような状況であるのかを想像して回答することができる。しかし，上記で示
したような日本語が活用されると，外国人留学生にとっては，日本語の微妙
な言い回しが理解できない，また擬音語や擬態語での状況がわからないなど
の問題が生じてくる。このようなことを避けるためには，外国人が理解しや
すい文言を使用する必要がある。したがって，入学後においても介護教員は
日本語科教員との連携を継続的に行い，外国人留学生への日本語指導等につ
いて助言を受ける必要があると考える。また，「教員側の問題」として考え
られることは，授業の進め方である。日本語をうまく聞き取れない外国人留
学生が，学校で学習した内容を自宅での復習に繋げやすくするためにも，で
きるだけテキストに沿った授業展開とする必要がある。さらに，板書を行う
際には，外国人留学生が日本語教育で学んだ漢字等を理解できるよう，行書
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ではなく楷書で書くなどの配慮が必要となる。また，PowerPointを使用し
た視聴覚教材の利用では，学生は板書をする必要が無くなるなど，集中する
ことができるといったメリットもあるが，特に外国人留学生の場合には，日
本語理解に乏しい学生も存在することから，ゆっくりと説明することや，ス
ライドの捲り方にも配慮しなければならない。
2）授業の演習で困ったこと
授業展開の中で，演習で困ったことについては，「日本語能力」，「日本人
学生との関係」，「演習内容」，といった3項目が挙げられた。外国人留学生
自身の問題として「日本語能力」はここでも影響があるが，Y校において
は，日本人学生と外国人留学生の混合グループにて演習を実施している。外
国人留学生は，「日本人学生との関係」についての困りごとはあるものの，
グループワーク時などに日本人学生が外国人留学生に丁寧に説明を行ってい
る場面や，外国人留学生の意見をしっかりと聴こうとする態度などが見受け
られている。日本人学生の彼等にとっては，たとえ外国人であっても，介護
福祉士を目指す同じ目標を持ち，切磋琢磨していく仲間であることは言うま
でもない。したがって，日本人と外国人留学生を入り混ぜたグループでの演
習は，今後も積極的に取り入れていくことで，双方に教育的効果は期待でき
るのではないかと考える。
おわりに
本稿では，超高齢社会を迎えているわが国にとって，喫緊の課題となって
いる介護人材不足に対する施策の一環として実施された外国人介護福祉士導
入の社会的背景を整理した。技能実習制度における「介護」分野の追加や，
特定技能1号での「介護」導入など，介護分野での外国人人材導入に向けて
賛否両論はある。しかし，在留資格「介護」についての外国人留学生に対す
る介護福祉士養成教育は，単なる介護人材不足を解消するための施策になっ
外国人留学生に対する介護福祉士養成教育の課題 ６７
てはならない。介護福祉士養成校で1850時間を学び，資格を取得すること
についての意義は高いものであり，質の高い介護人材養成とならなければな
らない。介護福祉士養成校においても，ここ近年は慢性的な定員割れが続い
ている現状があるが，日本語修得といった難易度の高いハードルを越えて学
ぶ外国人留学生の負担は大きいことを理解し，学校経営優先に，日本語能力
に欠ける外国人留学生を安易に受入れることは避けなければならない。日本
に留学することを夢みて入国し，さらに質の高い介護福祉士になれるよう一
生懸命に努力をしている彼等の学習意欲や目標を達成できるためにも，今後
も外国人留学生に対する学習方法を見出せるよう，研究を続けていきたい。
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